
トラス構造（鉄骨を三角形に組み合わせて強
度を高める構造）の鉄骨部材の設置が進んで
います。
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○ 公益財団法人エコサイクル高知 佐川町事務所

電 話：０８８９－２２ー４７４４

ＦＡＸ：０８８９ー２２ー４７６４

メール：info@ecokochi.or.jp

〒789-1201 高岡郡佐川町甲1650番１号

○ 高知県 林業振興・環境部 環境対策課

電 話：０８８－８２１－４５９５

ＦＡＸ：０８８ー８２１ー４５２０

  メール：030801@ken.pref.kochi.lg.jp

〒780-8570 高知市丸ノ内1丁目7番52号

【問合せ先】

1 施設本体工事

被覆施設の屋根を支える鉄骨部材の設置が進んでいます。東側では外柱の設置も進んで
おり、施設の全体像が徐々に見えてきました。

２ 進入道路整備工事

国道33号から520m付近では、谷を横断する路側擁壁の工事が完了し、道路の高さを確
保するための盛土を進めています。また、650m付近では、山側の掘削工事を進めています。

令和８年10月13日撮影

被覆施設（南側斜面から）

令和８年10月９日撮影

至 国道33号

至 施設本体

路
側
擁
壁

令和８年10月９日撮影

至 施設本体

至 国道33号

外
柱



環境モニタリング（河川水、降下ばいじん）の測定結果がまとまりましたのでお知らせ

します。（降下ばいじんは、8月26日～9月24日の約１か月間の測定結果です。）
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※2 環境影響評価で定めた参考指標

※3 令和５年４月から測定

（単位） ｔ/km2/月

環境モニタリング（令和８年９月測定）の結果について

※1 長竹川の本川である日下川が環境基準類型Aに指定されている

ため、浮遊物質量は類型Aの環境基準値を採用。なお、濁度には環境

基準値がないが、浮遊物質量と相関があるため、併せて測定。

（単位） 浮遊物質量：ｍｇ/Ｌ、濁度：度

これまでの測定結果及び工事開始前に実施した環境影響評価の測定結果は、以下のいずれかを参照ください。

◆ これまで配布しております「県・エコサイクル高知からのお知らせ」

◆ 「公益財団法人エコサイクル高知佐川町事務所」のホームページ

（URL ：httpｓ://www.ecokochi.or.jp/20_sakawa/21_HTML/02_01_sakawa_office_top.html ）

右の二次元コードから「公益財団法人エコサイクル高知佐川町事務所」のホームページを
ご覧いただけます。

地点 測定項目 R8.7.22 R8.8.25 R8.9.24 基準値※1

①
浮遊物質量 ２ １ １ 25

濁 度 0.8 0.5 0.6 ー

②
浮遊物質量 ９ ４ ４ 25

濁 度 6.0 1.4 2.7 －

③
浮遊物質量 10 ６ ６ ２５

濁 度 6.8 2.0 2.6 ー

④
浮遊物質量 ２ ２ ２ ２５

濁 度 1.5 1.3 1.2 ー

地点
R8．6．22
～7.22

R8．7.22
～8.25

R8．8.26
～9.24

基準値※2

① 0.90 1.60 0.96 10

②※3 1.76 6.21 2.00 10

１ 河川水

４ 動物（猛禽類）

３ 降下ばいじん

２ 井戸水

猛禽類の一種であるサシバについて、本
年度（４月～８月）の繁殖状況等をモニタ
リングしました。

工事区域周辺では、餌運びや巣作り、幼
鳥の確認など、繁殖に関係する行動が確認
されました。これらの確認地点はいずれも
工事箇所から離れており、工事による影響
はなかったと考えています。

来年度も同時期にモニタリングを行い、
必要に応じて保全措置を実施します。

調査は、年４回（季節ごと）実施する
計画です。

次の調査は10月下旬の予定です。

進入道路の交差点工事・水道敷設工事の施工業者が決定しました

９月２日に入札を行い、以下のとおり施工業者が決定しました。工事の詳細については、
次号以降でお知らせします。

国道33号の越知町側からの右折車線の設
置を中心に、進入道路への交差点を整備しま
す。

受 注 者 ： ミタニ建設工業㈱（高知市）

施工期間： 令和８年９月～令和９年４月

進入道路への交差点整備工事に伴う水道管
の移設と、施設本体への水道管の引き込みを
行います。

受 注 者 ： 東邦工業㈱（高知市）

施工期間： 令和８年９月～令和９年５月

交差点工事 水道敷設工事
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